
　今後の展開方針 注）．例年どおりの事業展開を予定している事務事業については、特段の記載をしていません。

（該当する事務事業）

（該当する事務事業）

（該当する事務事業）

（該当する事務事業）

（該当する事務事業）

その他見直し

総合計画審議会記入欄

新規事業の立案

既存事業の拡充
・老朽化したコミュニティセンターの大規模な修繕を
行うとともに、バリアフリー化にも配慮します。ま
た、トイレの洋式便器化を進めます。

コミュニティセンター施設整備
事業

事業の廃止・縮減

事業の効率化

　施策への提言

主な取り組み内容

【自治会などの地域組織の充実、活性化を図る】
・自治会連絡協議会事務局の人件費の一部を補助することにより、各自治会への連絡調
整など、165の自治会を包括する業務の円滑な執行を支援するとともに、広報や議会だ
よりその他市から情報物の配付事業を自治会連絡協議会へ委託しました。
・また、広報掲示板の設置や修繕費を補助することで、地域の情報共有化に寄与しまし
た。
・地域で行うイベントなどで排出されるごみについて、事業系ごみ袋を購入、配付する
ことにより、ごみの有料化がイベントなどの開催に影響しないように配慮しました。
・自治会館の新築、増改築、修繕、賃借料の一部を補助することにより、住民の会合や
イベントなどのコミュニティ活動の場の確保に努めるとともに、老朽化しているコミュ
ニティセンターが趣味や育児など地域住民間の活発な活動に支障をきたすことのないよ
う、必要な修繕作業を施すなど施設の維持を行いました。

構成事業に対する考え方
（事業の量及び実施手法）

・地域コミュニティの核となる自治会と、それを包括する自治会連絡協議会に対して、
各種補助金により金銭的に支援することで地域の伝統や連帯を保持し、地域の活性化に
繋がります。活性化した地域は、問題解決力や情報伝達力などにおいて優れており、市
としても災害時などにおける活躍が期待できる存在になることから、支援は継続してい
く必要があります。
・また、自治会や地域のコミュニティ活性化に大きく寄与するためには、自治会館やコ
ミュニティセンターを適正に維持していくことが必要です。
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　個別目標 地域活動・市民活動を活発にする

地域活動に参加している
市民等の割合

自治会への加入世帯割合
コミュニティセンターの
利用率

地域の中で、住民同士が活発に交流し、様々な活動に取り組んでいま
す。

「めざす成果」を達成するための施策展開（ロジックツリー）

総合計画掲載指標①

　めざす成果

地域の活動が活発に行われている

「めざす成果」の達成に向けた進行管理シート 「めざす成果」の達成に向けた進行管理シート

７－３－１　地域の活動が活発に行われている

　総合計画体系

　健康領域・基本目標 社会の健康・市民の活力があふれるまち

めざす成果 具体的な施策 取り組み内容 事務事業名 担当課

自治会活動支援事業 安全なまちづくり課

自治会活動推進事業 安全なまちづくり課

自治会活動支援事業（再掲） 安全なまちづくり課

コミュニティセンター管理運営事業 安全なまちづくり課

自治会館建設支援事業 安全なまちづくり課

コミュニティセンター施設整備事業 安全なまちづくり課

自治会などの地域組織の

充実、活性化を図る

①
地域の活動が活発に行わ

れている

③
地域の住民の主体的なコミュ

ニティ活動を促進する

②
市民の地域活動に対する理

解を高める

地域の住民が気軽に集い、地
域に必要な活動や交流を行え

る場を確保する

＊平成24年度の審議予定となっています。

＊担当課・・・平成21年度当時の課名で表記しています。

（安全な街づくり課→生活あんしん課：H22．10～）

＊再掲・・・複数の「取り組み内容」に係る事業について表示しています。


